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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、ミトコンドリアATP合成酵素のサブユニットをコードします。ミトコンドリアATP合成酵素は、酸化的リン酸化反応中に内膜を横切る電気化学的プロトン勾配を利用してATP合成を触媒します。ATP合成酵素は、可溶性触媒コアであるF1と、プロトンチャネルを構成する膜貫通成分であるFoという、2つの連結した多サブユニット複合体で構成されています。ミトコンドリアATP合成酵素の触媒部分は、5つの異なるサブユニット（α、β、γ、δ、ε）で構成され、αサブユニット3個、βサブユニット3個、および他の3つのサブユニットを代表する1個という化学量論で組み立てられています。プロトンチャネルは3つの主要なサブユニット（a、b、c）で構成されています。この遺伝子は、触媒コアのαサブユニットをコードします。異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが同定されています。この遺伝子の擬似遺伝子は、9番、2番、16番染色体上に位置しています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	HepG2（1）、Hela（2）、HCT116（3）、マウス心臓（4）、およびラット心臓（5）細胞溶解物に対するATP5F1AマウスmAbを用いたウエスタンブロット分析。
	

	ATP5F1A マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Jurkat 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	ATP5F1A マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト乳がん組織の免疫組織化学分析。
	

	ATP5F1A マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト胃癌組織の免疫組織化学分析。

